
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
が
日
本
遺
産
に

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
が
日
本
遺
産
に

文
化
庁
が
認
定

江
戸
時
代
、
海
外
の
文
明
の
品
々
が
長

崎
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に

砂
糖
が
あ
っ
た
。
そ
の
砂
糖
は
食
文
化
に
革
命

を
起
こ
し
、
や
が
て
砂
糖
を
生
か
し
た
文
化
が

長
崎
を
起
点
と
し
た
街
道
沿
い
に
広
が
っ
て
い

く
。「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
の
誕
生
だ
。
６
月
、

佐
賀
市
を
含
む
佐
賀
、
長
崎
、
福
岡
の
３
県
に

ま
た
が
る
「
砂
糖
文
化
を
広
め
た
長
崎
街
道
～

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
が
文
化
庁
の
「
日
本
遺
産
」

に
、
認
定
さ
れ
た
。
個
性
豊
か
な
菓
子
を
生
か

し
た
地
域
お
こ
し
へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い

る
。

　

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
文
化
財
群
を
通
じ
て

文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
文
化
庁

が
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
認
定
し
、
国
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
的
な
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
長
崎
街
道
は
九
州
各
地
の
大
名

た
ち
の
参
勤
交
代
、
商
人
や
旅
人
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
の
江
戸
参
府
、
ゾ
ウ
や
ラ
ク
ダ
な
ど
の

珍
獣
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
物
が
行
き
交
い
、

海
外
か
ら
の
品
々
や
技
術
、
文
化
を
全
国
へ
運

ぶ
た
め
の
大
動
脈
と
し
て
栄
え
た
。

　

長
崎
街
道
沿
線
で
は
砂
糖
や
外
国
由
来
の
菓

子
が
多
く
流
入
し
、
菓
子
職
人
が
長
崎
へ
外
国

の
菓
子
の
製
法
を
直
接
学
び
に
行
っ
た
り
、
菓

子
作
り
の
技
法
な
ど
を
入
手
し
や
す
か
っ
た
り

し
た
た
め
、
全
国
的
に
も
有
名
な
お
菓
子
が
生

ま
れ
た
。

　

肥
沃
な
穀
倉
地
帯
が
広
が
る
佐
賀
市
で
は
、

小
麦
粉
な
ど
を
用
い
た
丸
ぼ
う
ろ
な
ど
の
菓
子

作
り
が
、
清
ら
か
な
水
や
良
質
な
小
豆
に
恵

ま
れ
た
小
城
市
で
は
羊よ
う
か
ん羹
作
り
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
茶
道
文
化
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

お
茶
と
共
に
楽
し
む
菓
子
と
し
て
羊
羹
が
受
け

入
れ
ら
れ
、
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　

明
治
初
期
か
ら
炭
鉱
で
栄
え
た
筑
豊
（
福
岡

県
）
に
も
佐
賀
市
の
菓
子
店
が
進
出
し
、
千
鳥

饅
頭
を
販
売
し
た
。
甘
い
菓
子
は
肉
体
労
働
が

続
く
炭
鉱
で
働
く
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
好
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

長
崎
街
道
は
後
に
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
の
歴
史
と
文
化
を
生
か

特　集

佐
賀
が
誇
る
銘
菓
を
手
軽
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
、

街
歩
き
企
画
「
ぶ
ら
り
佐
賀
！
銘
菓
め

ぐ
り
の
旅
」
も
展
開
中
だ
。

　
「
佐
賀
銘
菓
を
楽
し
み
な
が
ら
、
佐

賀
市
の
街
並
み
を
ぶ
ら
り
旅
♪
」
が

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
。
佐
賀
市
の
町
な
か

を
南
北
に
貫
く
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
（
中

央
大
通
り
）
沿
い
に
あ
る
、〝
佐
賀
銘

菓
の
老
舗
〟
４
店
舗
の
こ
だ
わ
り
銘
菓

（
合
計
５
０
０
円
以
上
）を
食
べ
な
が

ら
、
佐
賀
市
の
街
並
み
を
ぶ
ら
り
と
め

ぐ
る
。
参
加
店
舗
は
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

の
北
側
か
ら
、
村
岡
屋
（
本
店
）、
八

頭
司
伝
吉
本
舗
（
佐
賀
唐
人
町
店
）、

村
岡
総
本
舗
（
唐
人
町
店
）、
北
島
（
白

山
本
店
）
の
４
店
だ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
5
0
0
円（
税
込
）
を
、

Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
構
内
の
佐
賀
市
観
光
案
内

所
や
コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
佐
賀
駅
前
に
新
し

く
オ
ー
プ
ン
し
た
観
光
・
県
産
品
情
報

発
信
拠
点
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ（
サ

ガ
マ
ド
）」、
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
2
階
（
佐

賀
市
白
山
2
丁
目
）
の
佐
賀
市
観
光

協
会
で
購
入
す
る
。
期
間
は
21
年
3

月
末
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
佐
賀
市

観
光
協
会
、
電
話
0
9
5
2
（
3
7
）

7
4
8
9
。

銘
菓
め
ぐ
り
の
旅

福
岡
の
代
表
的
銘
菓
と
し
て
知
ら
れ
る
「
千
鳥
饅

頭
」
も
実
は
佐
賀
市
発
だ
。
佐
賀
市
に
あ
っ
た

菓
子
店
「
松
月
堂
」
が
明
治
初
期
か
ら
炭
鉱
で
栄
え
た

筑
豊
（
福
岡
県
）
に
進
出
し
、
千
鳥
屋
を
開
店
。
千
鳥

饅
頭
を
販
売
し
た
。
福

岡
県
飯
塚
市
を
代
表
す

る
お
菓
子
と
し
て
、
今

回
の
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

を
構
成
す
る
文
化
財
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。 千

鳥
饅
頭
も

佐
賀
市
に
ル
ー
ツ

し
、
北
部
九
州
一
帯
の
地
域
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
2
0
0
8
年
に
「
シ
ュ
ガ
ー

ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会
」（
事
務
局
・
長
崎
市
）
が

立
ち
上
が
っ
た
。
行
政
は
現
在
３
県
（
長
崎
県
、

佐
賀
県
、
福
岡
県
）、
８
市
（
長
崎
市
、
諫
早
市
、

大
村
市
、
嬉
野
市
、
小
城
市
、
佐
賀
市
、
飯
塚
市
、

北
九
州
市
）
で
構
成
さ
れ
、
菓
子
業
界
や
関
係

機
関
と
共
に
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
に
関
す
る
情
報

の
交
換
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
各
地
の

銘
菓
の
知
名
度
を
上
げ
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
16
年
度
分
か
ら
毎
年
、
日
本
遺
産
に

申
請
し
、
申
請
の
最
終
年
度
と
な
る
今
年
６
月

19
日
付
で
文
化
庁
か
ら
認
定
さ
れ
た
。

　

協
議
会
な
ど
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

の
構
成
文
化
財
は
菓
子
や
名
所
、
古
文
書
な
ど

52
点
あ
る
。
佐
賀
県
内
で
は
、
佐
賀
市
が
歴
史

的
建
造
物
群
の
残
る
柳
町
地
区
、
丸
ぼ
う
ろ
、

寿
賀
台
、
菓
子
の
製
造
法
な
ど
が
書
か
れ
た
古

文
書
な
ど
９
点
、
嬉
野
市
が
江
戸
時
代
の
宿
場

の
名
残
を
と
ど
め
る
塩
田
津
、
黒
糖
の
あ
め
を

焼
き
上
げ
る
逸い
っ
こ
っ
こ
う

口
香
な
ど
５
点
、
小
城
市
で
は

小
城
羊
羹
、
旧
砂
糖
貯
蔵
庫
・
製
造
道
具
等
な

ど
４
点
の
計
18
点
。

　

日
本
遺
産
認
定
に
よ
り
、
21
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
22
年
度
の
九

州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
開
業
を
契
機
と
し
て
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
図
り
、
街
道
沿
線

の
周
遊
観
光
を
推
進
し
て
、
菓
子
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
た
い
考
え

だ
。

　

日
本
遺
産
は
15
年
度
に
始
ま
り
、
今
年
度
ま

で
の
認
定
件
数
は
合
計
1
0
4
件
。
佐
賀
県

関
係
の
認
定
は
16
年
度
の
「
日
本
磁
器
の
ふ
る

さ
と 

肥
前 

～
百ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

花
繚
乱
の
や
き
も
の
散
歩
」

以
来
、
２
例
目
に
な
る
。

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
脇
街
道
の
一
つ
で
、
豊

前
国
小
倉
（
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
と

肥
前
国
長
崎
（
長
崎
県
長
崎
市
）
を
つ
な
ぐ
全
長
57
里

（
2
2
8
㌔
）。
西
洋
や
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
奇

な
文
物（
織

物
や
書
籍
、

動
物
な
ど
）

を
日
本
各

地
へ
運
ぶ
、

九
州
の
大

動
脈
だ
っ

た
。 長

崎
街
道
と
は

銘菓を生かして地域活性化を

①嬉野市塩田津（嬉野市）
②逸口香（嬉野市）
③金華糖（嬉野市）
④ふなんこぐい（嬉野市）
⑤砂糖酒（嬉野市）
⑥牛津宿（小城市）
⑦旧砂糖貯蔵庫及び製造道具等
　（村岡総本舗羊羹資料館及び展示資料）（小城市）
⑧村岡総本舗小城本店（小城市）
⑨小城羊羹（小城市）
⑩柳町地区（佐賀市）
⑪丸ぼうろ（佐賀市）
⑫ケシアド（佐賀市）
⑬寿賀台（佐賀市）
⑭菓子仕方控覚（鶴屋文書）（佐賀市）
⑮享和三年御菓子覚書（鶴屋文書）（佐賀市）
⑯御菓子覚書（鶴屋文書）（佐賀市）
⑰諸願書御菓子日記帳（鶴屋文書）（佐賀市）
⑱菓子製造法帳（北島文書）（佐賀市）

北九州市

飯塚市

佐賀市

小城市

嬉野市

大村市

諫早市

長崎市

佐賀県関係の構成文化財

佐賀市柳町地区

“ 銘菓めぐりの旅 ” チケットを10名様に
P140 をご覧ください

プレゼント
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1
6
3
9
年
創
業
の
鶴
屋
（
佐
賀
市
西
魚
町
）
の

14
代
目
、
堤
光み
つ
あ
き昌
社
長
（
72
）
は
先
祖
が
残
し

て
く
れ
た
、菓
子
の
製
造
法
な
ど
が
書
か
れ
た
古
文
書
「
鶴

屋
文
書
」（
４
冊
）を
手
に
、
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

　

同
店
の
丸
ぼ
う
ろ
は
、
江
戸
時
代
の
天
和
年
間

（
1
6
8
1
～
1
6
8
4
年
）
に
2
代
目
太た

へ

え
兵
衛
が
長

崎
の
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
製
法
を
学

び
、
佐
賀
に
持
ち
帰
っ
た
の
が
起
源
。「
古
文
書
に
は
鍋
島

の
お
殿
様
が
、
息
子
の
嫁
の
里
へ
の
お
土
産
に
す
る
か
ら
、

と
注
文
し
た
内
容
な
ど
も
事
細
か
に
書
い
て
あ
る
」
と
い

う
。

　
「
丸
ぼ
う
ろ
や
羊
羹
が
ず
っ
と
続
い
て
き
た
の
は
、
生
活

に
密
着
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
し
育
て
て
も
ら
っ
て

き
た
か
ら
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
謝
し
、「
伝

統
を
守
り
な
が
ら
、時
代
に
合
わ
せ
た
新
し
い
商
品
も
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

夏
目
漱
石
は
「
余
は
凡す
べ

て
の

菓
子
の
う
ち
で
尤も
っ
と
も
羊よ
う
か
ん羹

が
好す
き

だ
」
と
「
草
枕
」に
記
す
。「
草

枕
」
は
冒
頭
の
「
山
路
を
登
り
な
が

ら
、
こ
う
考
え
た
。
智
に
働
け
ば
角

が
立
つ
。
情
に
棹さ
お

さ
せ
ば
流
さ
れ
る
」

で
有
名
だ
が
、
羊
羹
の
場
面
も
面
白

い
。
羊
羹
は
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

に
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。

関
係
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
旧
古
賀
銀
行
（
佐
賀
市

歴
史
民
俗
館
）
や
佐
賀
バ
ル
ー

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
観
光

施
設
で
丸
ぼ
う
ろ
の
実
演
販
売

や
伝
統
菓
子
・
パ
ネ
ル
の
展
示

な
ど
を
行
い
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー

ド
に
ま
つ
わ
る
菓
子
文
化
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
、
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
羊
羹

文
豪
も
愛
し
た
羊
羹

小
城
羊
羹
を
製
造
販
売
す
る
老

舗
「
村
岡
総
本
舗
」（
小
城
市
）

の
４
代
目
村
岡
安
廣
社
長（
72
）は
、

小
城
に
は
羊
羹
の
店
が
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
「『
日
本
一
の
羊
羹
タ
ウ
ン
、

小
城
』
と
も
い
わ
れ
る
が
全
国
的
に

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
認

定
を
機
に
も
っ
と
情
報
発
信
し
た

い
」
と
日
本
遺
産
認
定
を
喜
ん
で
い

る
。

　
「
村
岡
総
本
舗
羊
羹
資
料
館
」
は
、

砂
糖
貯
蔵
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
、
現

在
は
羊
羹
の
原
料
や
製
造
道
具
な
ど

の
資
料
展
示
を
し
て
い
る
。
村
岡
さ

ん
は
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
に
関
す
る

「
肥
前
の
菓
子　

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

長
崎
街
道
を
行
く
」（
佐
賀
新
聞
社
刊
、

2
0
0
6
年
）を
著
す
な
ど
小
城
羊

羹
Ｐ
Ｒ
の
先
頭
に
立
ち
続
け
て
き
て

お
り
、「
小
城
な
ら
で
は
の
伝
統
製

法
羊
羹
の
み
ず
み
ず
し
い
、
お
い
し

さ
を
伝
え
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

　

正
岡
子
規
が
死
の
直
前
ま
で
書
き

続
け
た
日
記
「
仰ぎ
ょ
う
が
ま
ん
ろ
く

臥
漫
録
」
に
は
、

日
々
の
献
立
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
子
規
が
愛
し
た
の
は
、

お
や
つ
。
菓
子
パ
ン
、
ブ
ド
ウ
、
塩

せ
ん
べ
い
、牛
乳
コ
コ
ア
入
り
な
ど

と
も
に
、
羊
羹
も
登
場
す
る
。
食
べ

る
こ
と
は
病
と
闘
う
子
規
に
大
き
な

楽
し
み
と
生
き
る
力
を
も
た
ら
し
た
。

明
治
時
代
に
北
島
の
８
代
目
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
「
菓
子
製
造
法
帳
（
北

島
文
書
）」
が
構
成
文
化
財
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
「
北
島
」。
香
月
道み
ち
お生
社
長（
60
）は

明
治
維
新
で
人
々
の
暮
ら
し
が
洋
風
化
し
、

日
本
人
が
卵
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

歴
史
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
「
明
治
の
初
め
に

８
代
目
・
９
代
目
の
父
子
が
苦
心
し
て
改
良

に
取
り
組
み
、
現
在
の
『
北
島
』
の
丸
ぼ
う

ろ
を
完
成
さ
せ
た
。
長
崎
街
道
が
日
本
の
菓

子
作
り
に
革
新
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
三
重

津
海
軍
所
跡
な
ど
の
世
界
遺
産
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
」
と
今
回
の
日
本
遺
産
認

定
を
評
価
し
た
。
今
後
に
向
け
て
「
菓
子
屋

と
し
て
日
本
人
の
口
に
合
う
お
菓
子
を
作
り

続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「北島」白山本店の前に立つ香月道生社長。店舗外観は丸ぼうろのふるさ
とポルトガルをイメージした色とデザインになっている。店舗北側（写真
左）を通るアーケードが長崎街道だ＝佐賀市白山

著書「肥前の菓子」を手に、「村岡総本舗羊羹資料館」
の前に立つ村岡安廣社長＝小城市小城町

明
治
・
大
正
時
代
に
首
相
を

２
度
務
め
、
早
稲
田
大
学

の
創
設
者
と
し
て
有
名
な
大
隈
重

信
（
1
8
3
8
～
1
9
2
2
年
）

は
銘
菓
「
丸
ぼ
う
ろ
」
を
愛
し
た
。

　

鶴
屋
（
佐
賀
市
西
魚
町
）
に
よ

る
と
、
明
治
29 （
1
8
9
6
）
年
、

大
隈
が
母
の
一
周
忌
で
帰
郷
し
同

宰
相
・
大
隈
重
信
が

愛
し
た
銘
菓
「
丸
ぼ
う
ろ
」

店
に
立
ち
寄
っ
た
。
茶
と
丸
ぼ
う

ろ
を
出
す
と
、
大
隈
は
「
他
に
類

例
少
な
き
風
味
」
と
大
い
に
気
に

入
り
「
世
に
広
く
紹
介
す
べ
き
だ

と
勧
め
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
、

11
代
目
善
吉
が
職
人
を
伴
っ
て
上

京
し
、
東
京
・
早
稲
田
の
大
隈
邸

で
丸
ぼ
う
ろ
を
焼
い
て
い
る
。

古文書「鶴屋文書」を開きながら認定の喜び
を語る堤光昌社長＝佐賀市西魚町の鶴屋本店

佐賀市観光振興課佐賀市観光振興課
山口真那美さん山口真那美さん

ぼ
う
ろ

大隈重信記念館蔵

［ 記事：高井  誠　　デザイン：蒲原貴子 ］

http://sugar-road.net
長崎街道シュガーロード


